





































































































































の赴任計画を例に挙げると（14），まずは 3月 25日に「長野班」女子 30名が国
鉄大曽根駅に到着して 1社に，28日には「鹿児島班」男女 180名が名古屋駅
に到着して 7社に（15），4月 1日には「新潟班」男女 50名が大曽根駅に到着し


















の間が直線距離で 1 km 程度も離れているケースも見受けられた。
















































年 月 日 会場 人数
1956 深川館（映画館，D） 1,200
1957 5 27 朝日映劇（映画館，B） 1,300
1958 5 25 旭公民館 1,500
1959 旭公民館 1,500













県外 県内 計 県外 県内 計
4 21 20 20
5 5 124 36 160 27 24 1 25
6 79 1112 152 1264 17 14 3 17
7 1 19 9 28




































































































































































































































































求人連絡をなし 34名を受け入れ，引き続き 35年度も 492名の求人連絡をし
て 18名受入れた」（瀬戸公共職業安定所，1961）。特に 1960年 3月卒業生に











































B 1960年 10月 解雇
C 1960年 10月 退職
D 1961年 4月 退職
E 1962年 4月 退職
F 1963年 5月 退職
G 中頭郡北谷村 1963年 4月 退職








L 1963年 5月 退職







































































⑵ 新愛知，1936年 3月 21日。
⑶ 新愛知，1942年 3月 24日夕刊。
６９陶都瀬戸市への集団就職
⑷ 中日新聞，2014年 7月 11日，など。
⑸ 両氏への聞き取り調査は瀬戸蔵ミュージアムの武藤忠司氏の手配によって 2017













⑼ 中部日本新聞，1952年 3月 23日市民版。
⑽ 聞き取り調査による。
⑾ 新愛知タイムズ，1953年 2月 11日。なお，中日新聞（2014年 7月 12日なごや
東版）では，この件をもって 1953年が瀬戸市における集団就職の開始年だとし
ている。
⑿ 新愛知タイムズ，1953年 2月 11日。
⒀ 中日新聞，2014年 7月 12日なごや東版。
⒁ 新愛知タイムズ，1955年 3月 21日。
⒂ 南日本新聞（1955年 3月 29日）では鹿児島班に関して記している。
⒃ 新愛知タイムズ，1956年 4月 21日。
⒄ 新愛知タイムズ（1954年 2月 25日）には「丸利，政谷兩商店では，百余万円を
費して目下宿舎の整備に當つているが，今月中には完工する運びである」と記さ
れている。




22 新愛知タイムズ，1956年 11月 29日。
23 聞き取り調査による。
24 新愛知タイムズの連載「異郷の宿」および聞き取り調査結果による。
25 『愛陶工時報』第 218号，1979年 4月。
７０ 陶都瀬戸市への集団就職
26 『愛陶工時報』第 45号，1963年 7月。
27 『愛陶工時報』第 30号，1962年 5月。
28 『愛陶工時報』第 30号，1962年 5月。
29 新愛知タイムズ，1956年 3月 9日。
30 新愛知タイムズ，1956年 3月 9日。
31 新愛知タイムズ，1956年 2月 8日。









37 『愛陶工時報』第 45号，1963年 7月。
38 『愛陶工時報』第 59号，1964年 10月。カッコ内は引用者。
39 聞き取り調査による。
40 新愛知タイムズ，1956年 4月 24日。
41 新愛知タイムズ，1956年 4月 21日。
42 新愛知タイムズ，1956年 4月 23日。
43 新愛知タイムズ，1956年 5月 1日。
44 新愛知タイムズ，1955年 1月 19日。




47 新愛知タイムズ，1956年 2月 8日。
48 新愛知タイムズ，1956年 3月 9日。
49 新愛知タイムズ，1956年 9月 25日。
50 『愛陶工時報』第 2号，1960年 2月。
51 『愛陶工時報』第 4号，1960年 4月，同第 5号，1960年 5月。
52 『愛陶工時報』第 4号，1960年 4月。
53 『愛陶工時報』第 71号，1965年 11月。
54 新愛知タイムズ，1956年 9月 25日。












60 新愛知タイムズ，1956年 9月 25日。
61 『愛陶工時報』第 3号，1960年 3月。なお，聞き取りによれば，博雲陶器では解
雇された者はいても引抜きということはなかったという。企業によって異なる状
況にあった可能性がある。
62 『愛陶工時報』第 2号，1960年 2月。
63 『愛陶工時報』第 3号，1960年 3月。
64 『愛陶工時報』第 5号，1960年 5月。
65 『愛陶工時報』第 38号，1963年 1月。原データは「健康保険組合資料」とされ
る。
66 『愛陶工時報』第 30号，1962年 5月。




























資料 1 A 氏・B 氏の就職と瀬戸市への赴任
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【A 氏】1938年鹿児島県加世田市生まれ。10人兄弟の 7番目であり，貧しい家庭で育った。1954年













資料 2 A 氏・B 氏の労働と余暇活動
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――


























博雲陶器では男子寮・女子寮に各 40人，計 80人ほどいた。男子寮は木造 2階建てで，1階には食
堂と風呂があり，1・2階に 6畳間が 10部屋ほどあった。女子寮は離れた位置にあったが，工場との
往復は息抜きになったのではないか。









































【B 氏】川藤電陶では 3年 8ヵ月勤め，1964年，20歳の時に結婚しようと思って帰郷した。しかし
家で百姓をする気にはならなかった。3ヵ月後には串間市出身の友人をつてとして愛知県常滑市の織
布工場に入社した。
1965年の正月に，川藤電陶に勤めていた同郷者のところへ遊びに来た。その際に工場長から「ま
たうちで働いてくれ」と言われて再び川藤電陶に入社した。織布工場に不満があった訳ではなく，た
またま瀬戸市に来て，もう 1度働くようになった。常滑市で働いていた友人までそこを辞めて川藤電
陶に転職した。1968年に 27歳で結婚するまで同社で働いた。結婚相手は熊本県の天草出身者。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
──文学部教授──
７５陶都瀬戸市への集団就職
